
C050: 阻害物質耐性の向上及び発酵阻害物質の制御による 
バイオエタノール発酵過程の効率化及び低コスト化に関する研究 

稲わら等のバイオマス 
発酵阻害物質 バイオエタノール 

《バイオエタノール生産過程》 

糖化処理 
糖化液 

高温ストレス 
pHストレス 

エタノールストレス 

(独）農研機構食品総合研究所 酵母ユニット 

塩ストレス 

雑菌汚染 

酵母を用いたエタノール発酵 

多面的手法により発酵阻害物質やストレスの悪影響を 
低減化し、エタノール生産を効率化・低コスト化する！ 

固定化酵母の活用による 
発酵の効率化 

●固定化酵母による連続発酵 

発酵ランニングコストの低減化へ 

繰り返し発酵が可能に 

基質：20%稲わら（2時間の糖化処理後に発酵開始） 

＜稲わらの同時糖化発酵＞ 
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新規五炭糖発酵性酵母による

稲わらからのエタノール生産 

●新規ペントース発酵株の活用 
●変異育種による機能強化 

五炭糖利用効率の向上へ 

稲わら糖化液
からのエタノ
ール生産良好 

基質：10%稲わら糖化液   

＜稲わら糖化液の発酵＞ 
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酸耐性酵母等の活用による

エタノール収率の向上 
●酸耐性・高温耐性株の活用 
●高濃度稲わらの同時糖化発酵 

基質：30%稲わら（2時間の糖化処理後に発酵開始） 

＜稲わらの同時糖化発酵＞ 
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